山行実施報告書

平成24年6月9日

	行き先
	長者ヶ岳（1336m）、天子ヶ岳（1330ｍ）　　　　　［所在地：山梨県南部町/静岡県富士宮市の県境］

	実施日/天候
	平成24年6月8日（金）｝天候：晴れ後曇り

	参加者

（氏名）
	　
　合計　７名　

	コースタイム
	　　　　　新幹線　　　　東海道本線　　　身延線　　　　　バス（富士急静岡バス）
　東京＝＝＝三島駅＝＝＝＝富士駅＝＝＝　富士宮駅＝＝＝＝＝＝＝　休暇村富士登山口　―――　

　6：56　　　　7：54/8：19　　　8：45/8：52　　　　9：10/9：17　　　　　　　　　　　　　10：05/10：15

· １：東京6：56発　こだま６３３号

　東海自然歩道との合流点　――――長者ヶ岳山頂(昼食)　――――　天子ヶ岳　―――――

11:03／11：10　　　　　　　　　　　　　　12：05/12:35　　　　　　　　　　　13：18/13：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士急静岡バス　　　　　　　　　身延線

　林道との合流点　―――――　立石　＝＝　バス　＝＝＝　富士宮駅＝＝＝＝＝

　14：40/14：50　　　　　　　　　15：20/15：27　　　　　　　　　　16：00/17：55
　　　　　　　東海道本線　　　　　　　　　新幹線

富士駅＝＝＝＝＝三島駅　＝＝（こだま672号）＝＝　東京　　　　　　

18：15/18：21　　　　18：47/19：20　　　　　　　　　　　　　　　20:17着
（凡例）　電車・ﾊﾞｽ・ﾀｸｼｰ・航空機等乗り物：＝＝　　歩行：――――　到着/出発時刻

	費　用
	［交通費］東京基点　　　 　　［宿泊費］　　　　　　　　　　［その他］

・電車　：9,820円  　　　　　・ホテル　　　　　　　　　　　・懇親会:3,000円　
・バス等：1,430円  　　　　　・山小屋

小計　11,250円　　　　　　　小計　　　　　　　　　　　　　小計　3,000円　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　14,250円　　　　　　　　　

	所感ほか
	①午前中は晴天に恵まれ西側からの富士山の雄姿を眺めることが出来た。丹沢や奥多摩から見る富士山より雪はかなり少ないように感じた。午後からの天気の崩れに対応して、「休暇村富士」の登山口から登り、少しでも早く下山することとした。「休暇村富士」（標高 約700ｍ）は田貫湖西端の湖畔にあり、ここからの富士山と田貫湖のコンビネーションは絶景であり、休暇をノンビリ過ごすには良いロケーションと感じた。
②登山口から東海自然歩道の合流点まではジグザグの急登が続くが、50分程度で登山道も比較的良く整備されている。東海自然歩道は良く整備され歩きやすい。しかし、大部分が樹林帯の中の尾根道なので眺望は期待できない。但し、長者ヶ岳山頂は富士山側の展望が可能で、まじかに富士山を望めるが天子ヶ岳山頂は林の中なので展望はない。近くの富士見台から富士山を眺望できる。

③長者ヶ岳から天子ヶ岳の稜線沿いにシロヤシオの花が落ちており、１週間早ければ満開のシロヤシオに出会えたはず。残念！！
④約３０分前倒しで下山したが、小雨が降りそうだったので“立石“から約１時間早いバスで富士宮駅へ向かい、16:00過ぎから反省会を実施。（中華料理　香蘭　16：00から営業）

	一口アドバイス
	1 シロヤシオを目当ての山行なら、5月末から6月初旬が良さそうである。
②天子ヶ岳からの下山は急登が続くので、ゆっくり、安全第一で下山のこと
③富士宮駅界隈には多くの飲食店はあるが、営業は殆ど17:00からで、「香蘭」が16:00から営業。16:00からの反省会は場所探しが大変だが、貸切状態なので遠慮なく話して飲めるのが良い。
	情報入手先電話番号等

	
	
	交通機関：富士急静岡バス（株）富士宮営業所
　　　　　電話：0544-26-8151

ガイドブック:「関東の山あるき100選」昭文社　ｐ108-109
地形図名　等


備考：情報入手先は、余白が少ないため活用（必要）事項のみ記載する。

